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２０２５年度 事業報告書 

公益財団法人 佐倉国際交流基金 

 

事業の実施状況 

   

１．国際相互理解推進事業〔公益目的事業 １〕 

 

１）公開講座（佐倉市と共催、２回実施） 

 

  公開講座１「２０年先を見据えた日本外交」 

元インドネシア大使 石井 正文氏 

 日 時：６月１４日（土）１３時３０分～１５時３０分   

   場 所：志津コミニティーセンター    

   参加者：一般１３６名、文大生７５名、事務局２０名の合計２３１名 

 

公開講座２「トランプ２.０とアメリカ社会の分断」   

      成蹊大学 法学部教授 西山 隆行氏   

日  時：９月１３日（土）１３時３０分～１５時３０分    

   場 所：志津コミニティーセンター 

参加者：一般１７１名、文大生７７名、事務局２０名の合計２６８名 

 

２）佐倉市国際文化大学 

開講式は５月１８日(日)、修了式は１１月２２日(土)、    

土曜、日曜において全２２回(内公開講座２回)予定通り実施した。 

受講料 ２８０００円 

受講生 ９０名 

  

        

２０２５年度 佐倉市国際文化大学講義日程表  

 

 
 

回

数 

講義日 

時間 
講義内容 講 師 予定教室等 

１ 

5 月 18 日(日)12 時 30 分 

 

13 時 15分 

 

１5 時 30 分 

開 講 式 

(講座） 

 NATO 米国の関与と対ロ脅威 

～ロシアのウクライナ侵攻を背景に～ 

オリエンテーション 

大学事務局 

 

政策研究大学院大学 教授 岩間 陽子 

 

大学事務局 

中央公民館 

2 
5 月 24 日(土) 

13 時 30分 

ダブルスタンダード（二重基準）の問

題  

 ～国連や国際規範は無力なのか～ 

千葉大学国際高等研究基幹 特任教授 

 グローバル関係融合研究センター長 酒井 啓子 
中央公民館 

3 
5 月 31 日(土) 

13 時 30分 
「一つの中国」原則の行方 法政大学法学部 教授 福田 円 中央公民館 

4 
6 月 7 日(土) 

13 時 30分 
インド 権威主義？サウスの勇者？ 

防衛大学校  

 人文社会科学群国際関係学科 教授 伊藤 融 
中央公民館 

5 
6 月 14 日(土)（公開講座） 

13 時 30分 

20 年先を見据えた日本外交 

 ～国際法とリアルな世界～ 

外務省参与 元インドネシア大使他歴任 

 りそな総合研究所 理事 石井 正文 
志津コミセン 
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３）佐倉国際スピーチコンテスト(佐倉市と共催・佐倉市教育委員会後援) 

       

   １０月１９日(日)、ミレニアムセンター佐倉において開催。 

１０時開始、午後４時終了、午前を小学生以下、午後を中学生以上として実

施。参加者は小学生以下２２組、２５名、中学生以上１９組、２３名であっ

た。 

発表内容、結果などについての審査員からのコメント、それに対して日本語で

も通訳し、出席者から好評であった。また、審査結果発表までの時間を利用し

て、英語クイズなどで楽しんだ。 

      

 

 

6 
6 月 21 日(土) 

13 時 30分 

浪曲の世界 

 ちょっとかじると聞き上手になる 
浪曲師 日本浪曲協会理事 玉川 奈々福 佐倉市美術館ホール 

7 
6 月 28 日(土) 

13 時 30分 
変質する国際貿易構造 

独法 経済産業研究所 所長 

 大妻大学データサイエンス学部教授  

  冨浦 英一 

中央公民館 

8 
7 月 5 日(土) 

13 時 30分 
国連平和の鐘 一社 国連平和の鐘を守る会 代表 高瀬 聖子 中央公民館 

9 
7 月 12 日(土) 

13 時 30分 
移民政策、社会統合の推進 国士舘大学文学部 教授 鈴木 江理子 中央公民館 

10 
7 月 19 日(土) 

13 時 30分 

日本経済、マクロ的視点から 

 現状と今後の課題を考える 
上智大学経済学部 准教授 中里 透 中央公民館 

11 
7 月 26 日(日) 

13 時 30分 

次世代エネルギー 核融合発電への期

待 

量子科学技術研究開発機構 

フュージョンエネルギー推進戦略室長 大山 直幸 
中央公民館 

12 
9 月 6 日(土) 

13 時 30分 
混迷する中東情勢と国際連携 慶応義塾大学総合政策学部 教授 田中 浩一郎 中央公民館 

13 

9 月 13 日(土) 

（公開講座） 

13 時 30分 

トランプ 2.0 とアメリカ社会の分断 成蹊大学法学部 教授 西山 隆行 志津コミセン 

14 
9 月 20 日(土) 

13 時 30分 
朝鮮半島の地政学 駿台予備学校 講師（世界史）茂木 誠 中央公民館 

15 
9 月 27 日(土) 

13 時 30分 

日本の政治はどう変わるか 

 選挙後のこれから 

毎日新聞 論説委員  

  元ワシントン特派員 佐藤 千矢子 
中央公民館 

16 
10 月 4 日(土) 

13 時 30分 
川柳を楽しむ 十六代目櫻木庵 川柳公論社主宰 尾藤 川柳 中央公民館 

17 

10 月 18日(土) 

 

13 時 30分 

国会 権力闘争の場！ 元衆議院事務総長 向大野 新治 佐倉市美術館ホール 

18 
10 月 25日(土) 

13 時 30分 
地層の縞模様から読み解く地球環境史 

千葉大学名誉教授 理学研究院地球科学研究部門 

堆積学教育分野 伊藤 慎 
中央公民館 

19 
11 月 1 日(土) 

13 時 30分 
労働市場の流動化と賃金上昇の持続性 慶應大学商学部 教授 山本 勲 中央公民館 

20 
11 月 8 日(土) 

13 時 30分 
ゼミ自由研究成果発表会 ゼミ研究グループ 中央公民館 

21 
11 月 15日(土) 

13 時 30分 

浮世絵の世界 

  葛飾北斎の世界へ ようこそ 

すみだ北斎美術館 学芸員  

 学芸・教育普及担当 奥田 敦子 
中央公民館 

22 

11 月 22日(土) 

13 時 30分 

 

15 時 45分 

(講座） 

 中国の経済的威圧、日本の対処 

 

 修 了 式 

 

亜細亜大学国際関係学部 教授 久野 新 

 

 大学事務局 

中央公民館 
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４）イングリッシュサロン 

 

ファシリテーター（進行役外国人）２名により、今期は水曜日、金曜日に開催。 

計画通り５月に開始。各クラスの定員はいずれも１１名。参加者は合計８７名

であった。 

      クラス運営委員は、毎月の教室準備、出欠記録をはじめ、定期的に行われる運営 

委員会に出席し、クラス間の調整や、各種課題に取り組んだ。 

 

月１回参加者は、 ９０００円（年間） 

月２回参加者は、１８０００円（年間） 

 

２０２５年度もクリスマス懇親会を実施し、参加者が楽しめるようなゲームな

どで、会員相互の親睦をはかることができた。 

 

２．国際交流活動支援事業[応募申請型] 〔公益目的事業 ２〕 

 

国際交流親善・多文化共生の啓発に寄与すると判断される団体・グループ等の活動 

支援である。 

 

下記２件の申し込みがあり、助成金交付規則に基づき、財政支援をした。 

 

佐倉日蘭協会 

オランダ講習会９月１４日(日)「日本とオランダ 水のつながり」   

講師は国立大学法人政策研究大学院大学 名誉教授 廣木 謙三氏 

参加者は７２名  

 

臼井ブルージェイズ(小学生男女ソフトボールチーム)     

「臼井ブルージェイズ」とシンガポールのソフトボールチーム「イーグルファイブ」 

の国際交流親善試合および歓迎親睦会を実施。１２月６，７日 

 

３．外国人支援事業（佐倉市国際化推進事業受託）〔公益目的事業 ３〕 

 

１）外国人のための日本語講座 

原則として佐倉市内に住む外国人に対して、日本語の日常会話力 

（入門・初級・中級）の涵養、及び日本人とコミュニケーション 

する場の提供、そして外国人の児童・生徒のための日本語学習を行う。 
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学習者はアフガニスタン人が全体の６割程度を占め、ベトナム、スリランカ、

中国からの参加者も増えてきた。 

  

〇教室見学 

２０２５年５月に、東邦大学健康科学部看護学科の４年生６名 

が授業見学。外国人との交流を実体験したいとのことで志津公民館および、 

志津コミニティーセンターの日本語教室を訪れた。 

実習終了後、参加学生からの礼状、感想文などが寄せられ、今後の看護活動 

に資する体験であったとのこと。 

 

〇外国人女性のための日本語講座講 

女性の中には宗教、習慣などの理由で、男性との同席を避けることから、 

女性のみのクラスを２０２４年９月より根郷公民館において開講した。 

継続希望もあり、２０２５年度は４月より毎週土曜日、３月までの 

スケジュールとした。 

＊２０２４年度は月３回で２月まで 

 

年度 2021 2022 2023 2024 2025

人数 1421 2222 2695 3237 4031

のべ学習者数
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〇日本語講座のつどい 

１１月２３日(日)、「日本語講座のつどい」を中央公民館大ホールで開催した。 

スピーチは１４件、パフォーマンスは５件であった。 

はじめてアフガニスタン女性がスピーチを行なった。参加者はボランテァを 

含め１１６名で、内外国人が７２名であった。 

 

〇特別講演 

２０２５年２月２日(月)「アフガニスタンの人々と地域社会の未来」と 

題して、元アフガニスタン・カブール大学准教授(現在千葉大学研究員) 

ハッシブラーモワヘド氏の講演を実施した。 

約２時間の講演、参加者は日本語のボランティア講師を中心に、約５０名が 

参加した。 

 

２）外国人のための生活相談 

       

英語、スペイン語、中国語、ペルシャ語、ダリー語の相談員、合計４名と交流 

基金事務局員３名により、電話及び面接による相談を受けるとともに、学校や

病院での通訳、あるいは子育て支援、文書の翻訳などの外国人支援活動を実施

している。 

相談のみならず、佐倉市担当部課と協力して外国人への直接支援活動をも 

行っている。 

  

相談員交流会議を毎月実施、予定通り４月より開始した。   

① 支援活動報告 

② 佐倉市のおしらせ記事選択、編集、発行 

③ 生活相談員のための講習、学習会 ２０２５年度のテーマは「コミュニ

ティ通訳」 

    

      相談・支援件数：１２６件 

内容別件数：日本語（７４）、子供（２１）、医療・保健（１０）、日常生活（３）、 

その他(３) 

言語別件数：日本語（７９）、英語（３１）、ダリー語・ペルシャ語（１１）、 

      スペイン語（１）、中国語（１） 

（注）1案件に複数の相談内容がある場合、件数に差異がある。 

 

 

 

 

 

 



 7 

 

 

           

３）ウクライナ避難民支援        

     

ウクライナ避難民支援として、生活ガイド等を備置している。今年度の支援 

要請はなかった。 

 

  上記、生活相談に加え、情報発信を強化するために「こうほう佐倉」を情報ベースに 

「佐倉市のおしらせ」を 1回/月のペースで発刊している。 

これは、やさしい日本語を用い、外国人にもわかりやすい内容で、広報課から各公民館など 

にも配布されている。２０２５年度は第６７号まで発行した。 

 

４．その他   

   

１）機関誌の発行 

基金レターズを発行(７月および１２月に発行）、事業の実施状況、賛助会員 

ボランティアの活動などについて紹介した。 

 

２０２５年７月発行 

主な記事  

多文化共生関連記事 
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外国人パパ・ママの学びを支える 

講演会報告 イーグルアフガン 江藤セデカさんを迎えて 

外国人への理解を深める学び 東邦大学実習生の日本語講座見学 

事業活動 

日本語講座、生活相談活動状況 

佐倉市国際文化大学ボランティア、イングリッシュサロン活動状況 

スピーチコンテスト出場者募集   

国立歴史民俗博物館の催し物紹介   

２０２４年度事業報告・収支報告 

  

２０２５年１２月発行 

主な記事 

 事業活動  

第３６回スピーチコンテストの実施報告 

第７回日本語講座のつどい結果報告 

佐倉市国際文化大学 

イングリッシュサロンクリスマス交流会 

国立歴史民俗博物館の催し物紹介 

       

２）ホームページの活用 

基金ホームページを使って当基金の事業概要・行事・その他財務状況などを、 

掲載し公告の一助とした。 

 ホームページアドレス：https://www.sief.jp 

      

３）賛助会員の入退会があり、２０２５年度末数字として会員数２４８となった。

  

                              

      

https://www.sief.jp/
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＜参考資料＞ 

１．賛助会員数 

        

            (２０２５年度)               (２０２４年度) 

 

２．ボランティアバンク登録者 

 

 

３．役員、評議員に関する事項  

   

役員（理事・監事） （２０２６年３月３１日現在・敬称略） 

役 員 名 氏   名 

理 事 長    東 城 孝 

副 理 事 長    立 田 正 人 

常 務 理 事    安 藤 忠 男 

理 事    寺 嶋 康 美 

理 事    金 子 京 子 

理 事    今 村 公 蔵 

理 事    橘  正 明   

理 事    鈴木 昭寛 

賛助会員総数 281

個人 264

団体 6

法人 9

学生 0

外国人 2
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理 事    山 岡  み ち 代 

監 事    牧   俊 紀 

監 事    南波佐間 信彦 

             

評議員      （２０２６年３月３１日現在・敬称略） 

  氏   名 

評 議 員    岡 村 美 智子 

評 議 員    西 谷 大 

評 議 員    小野寺 正朋 

評 議 員    長 谷 川 稔 

評 議 員    藤 崎 言 行 

評 議 員    渡 邉  圭 蔵 

評 議 員    深 山  民 夫 

任期：理事、監事は２０２７年の評議員会まで 

              評議員は２０２７年の評議員会まで  

       

役員会等 

 

☆監査、理事会、評議員会 

           

５月１６日 第１回定期理事会       

      

１号議案  ２０２４年度事業報告 

２号議案 ２０２４年度決算報告 

監事より監査結果の報告 

３号議案 ２０２５年度助成金交付 

４号議案 ２０２５年度評議員会開催 

５号議案 理事、監事、評議員、評議員選定委員の推薦  

報告事項 業務執行理事の業務報告 

 

６月１７日 定時評議員会        

 

１号議案 ２０２４年度事業報告 

２号議案 ２０２４年度決算報告 

       監事より監査結果の報告 

３号議案 監事２名、理事 9名の選任、評議員選定委員１名の推薦    

報告事項 ２０２５年度事業計画、事業予算 

       ２０２５年度助成金交付 
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２０２６年３月１２日 第２回定期理事会  

   

１号議案  ２０２６年度事業計画 

２号議案 ２０２６年度予算 

３号議案 ２０２６年度資金調達及び設備投資について 

報告事項 業務執行理事の業務報告 

           

☆三役会 

 

４月１６日 第１回三役会       

   ２０２４年度決算状況、課題      

   役員改選、交代などを踏まえた新体制     

        

７月２２日 第２回三役会       

     事業進捗状況、佐倉幼稚園視察、基金の弁償費支払いと財政状況 

  

７月３１日 臨時三役会        

第２回三役会の課題、継続審議、日蘭協会の助成金申請 

  

９月９日 臨時三役会        

   ４０周年(２０２８年)記念行事について、他 

    

１０月１６日 第３回三役会       

     文大運営状況、助成金申請、４０周年記念行事について、他  

  

１２月１８日 第４回三役会       

      スピーチコンテスト、文化大学、日本語講座のつどいの結果報告 

イングリッシュサロン来年度 1クラス増設計画   

アフガニスタン講師による講座「アフガニスタンの人々と地域社会の未来」

            

 ２０２６年２月２４日  第５回三役会     

      ２０２６年度事業計画、事業予算     

  

 

☆特記事項 

           

４月２４日    公益法人内部監査 

１１月３０日 市民公益活動発表会（中央公民館）参加 
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４．契約に関する事項 

 

契約締結年月日 相手方   締結の内容   契約金額 

２０２５年 4月１日 佐倉市 佐倉市国際化推進事業  2,826,000円 

２０２５年４月１日 佐倉市 外国人女性のための日本語講座 278,000円 

 

 

５．寄附金、協賛金等 

 

協賛金ご協力者  （敬称略） 

  氏    名   金    額 協賛いただいた事業 

岡村美智子様 5,000 円 佐倉国際スピーチコンテスト 

佐倉ライオンズクラブ    20,000 円 佐倉国際スピーチコンテスト 

佐倉ロータリークラブ 10,000 円 佐倉国際スピーチコンテスト 

DIC 川村記念美術館 10,000 円 佐倉国際スピーチコンテスト 

協賛金は「佐倉国際スピーチコンテスト」の収益とした。 

 

６．公益法人としての諸手続き   

 

６月２７日           公益法人定期提出書類 

２０２４年度事業報告、決算報告などの電子申請 

 

７月２９日           役員改選などによる変更申請 

  

２０２６年３月２３日 公益法人定期提出書類 

２０２６年度事業計画、予算などの電子申請   

 

 

以上 


